
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析結果の比較支援ソフト 

  ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ソフトウエア 

 Version 2.05Ｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 逆極点図を３６分割し、数値化された逆極点図リストから分轄 BOXに含まれる方位の加算を行い、 

平均化することで逆極点図の数値化を行ってみました。 

 得られる値は、結晶方位の VolumeFractionではありませんが、同一方位間の比較を行う事は 

 可能と思われます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１０月３１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

     

 

 

 



概要 

 複数のＯＤＦ解析結果を比較する場合、ＯＤＦ解析結果の各方位の体積率が考えられるが、試料毎に 

  方位にずれがある場合、単純比較できない。そこで複数のＯＤＦ解析結果に対し機械的に比較を行うための 

  ソフトウエアを作成した。 

  比較する対象は逆極点図、逆極点図を３６分割し、そのＢＯＸ内の平均強度とした。 

  こうする事で、試料面の方向の成分を比較できます。 

  また、逆極点図をプロファイルとして扱い、プロファイル比較ソフトウエアで扱えるようにした。 

  ３６分割は、ベクトル法で分割しているωi、ψijのｐＢｏｘを逆極点図に応用し、計算する。 

 長島先生の「ベクトル法による集合組織の３次元解析」のベクトル法の球面三角形３６分轄と同じ 

であるが、逆極点図比較に用いる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

上記球面三角形の直交座標系３６分轄角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点図の３６分轄ＢＯＸ 

 逆極点図の回転方向はψij、煽り方向角度は、ωiとψijから計算する。 

 ωiをＷｕｌｆｆネット上の大円とＴＤ軸の交わる角度として、逆極点図のωsとωeを計算 

 ωs、ωe 、ψs、ψeを BOXの頂点とすると 

   ωs ωe ψs ψe 

   

 

 以下に各 BOXの代表的な方位を計算してみます。 

 逆極点方位をＬａｂｏＴｅｘで計算を行い、 

GPInverseDisplayで逆極点図を Inverselist..txtに変換し 

InverserCubicContourDisplayで逆極点図を表示、方位計算を行い 

３６BOX化による BOXを決定する。 

  

 

 方位毎に逆極点図の最大密度とＢＯＸ％が異なって計算されています。 
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逆極点図を得る 

  ＯＤＦ解析ソフトウエアではＯＤＦ解析後、逆極点図のｅｘｐｏｒｔを可能にしている。 

  このｅｘｐｏｒｔされた逆極点図を読み込む 

 Ｖｅｒ１．０はＬａｂｏＴｅｘの逆極点図 

 Ｖｅｒ１．１はＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの逆極点図をサポートします。 

  

 の解析が可能になります。 

 

ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐの機能 

  ステレオ三角表示上で最大強度位置表示 

  最大強度位置の反射指数（本来指数は整数であるが、実数表） 

  ３６分割の平均強度表示 

  ３６分割のプロファイル表示 

  逆極点図のテキストデータ出力（Ｃｌｕｓｔｅｒ解析用） 

  立方晶のみ 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘにおける逆極点図の出力 

  逆極点の 100,110,111に関して計算し、ＰＦ－ｅｘｐｏｒｔにより作成される。 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦにおける逆極点 

標準の設定でＯＤＦ解析と共に逆極点図は計算され、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦがインストールされている 

  ディレクトリにテキスト出力されています。 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦがＣドライブにインストールされていれば  

C:¥ODF¥OUTPUT2、あるいは C:¥ODF¥ODF1 



ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ2 

  

 

  左が逆極点図表示画面、右が３６分割表示画面 

Ｆｉｌｅでデータをｌｏａｄすると以下の図が表示される。 

 



図では、表示角度が(55.0,45.0)が最大強度で、指数変換すると、[1 0 1]と表示 

その時の強度が 15.9である。 

  

 極点測定が５度ステップで行われた場合、逆極点図も５度ステップで作成されている。 

右の図表では、逆極点図を３６分割し、その範囲の平均値が表示されている。 

又、最大強度位置に赤丸が表示される。 

 

ＮＤ，ＴＤ，ＲＤの表示 

 

ボタン選択で切り替わる。 

 

３６ＢＯＸとＰｒｏｆｉｌｅ切り替え 

 

切り替え後のＮＤ，ＴＤ，ＲＤ選択で切り替わる 

 

図では、[111]がピーク状に表れています。 

 



Ｖｅｃｔｏｒ法の３６ＢＯＸ表示 

 Ｖｅｃｔｏｒ法評価のために、３６ＢＯＸを標示する 

  

 

 

 

ベクトル法では、等間隔データは計算されていないので、ステレオ三角形は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データセーブ 

 ODF解析すると、逆極点図は、０－＞９０度（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦは異なります）の格子状デー 

タとして得られます。 

 この格子状データと０－＞４５度（立方晶）データとして取り出します。 

    このデータを他のソフト（Ｃｌｕｓｔｅｒ）で読み込める形式で出力します。（GeneralFormat） 

  

 ＦｕｌｌＰｒｏｆｉｌｅは、逆極点図（０－＞４５，０－＞４５）のデータをプロファイル形式 

 ３６ＢＯＸＰｒｏｆｉｌｅは逆極点図を３６ＢＯＸの平均値としてプロファイル形式 

 例 

  

 ファイル名は、３６ＢＯＸＰｒｏｆｉｌｅ－３６ＩＮＶ．ｔｘｔとして作成 

  

  

 

 

 

 



HKLPeofileの追加 

 

逆極点図の外周部分を表示 

 

 



すべて表示するには  

 

 

ソフトウエアに関しては、 

 http://helertex.sakura.ne.jp/Soft/Soft-index.html 

 を参考にしてください。 

http://helertex.sakura.ne.jp/Soft/Soft-index.html

